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研究成果の概要（和文）：本研究では，従来看過されてきた我が国の豪雨・豪雪への海洋からの影響を評価し，
その重要性について幾つもの重要な成果を挙げた．まず，大気モデルの境界条件としての海面水温データの不確
実性が豪雨・豪雪の再現に影響することを見出した．また，平成30年7月（西日本）豪雨時に，黒潮からの蒸発
増加が西日本の雨量を増加させたことを見出した．さらに，ここ40年の日本近海の温暖化が，平成30年7月豪雨
や平成29年7月九州北部豪雨の雨量を数％程度増加させた可能性が見出された．

研究成果の概要（英文）：Contributions to heavy rainfall/snowfall events over Japan from the 
surrounding ocean have been overlooked, but the present study has revealed their critical 
importance. First, uncertainties in sea-surface temperature (SST) data used as the lower-boundary 
condition for atmospheric models are found to yield substantial uncertainties in predicted 
distributions of convective rainfall and snowfall. Second, during the torrential rainfall event over
 western Japan in early July 2018, the warmness of the Kuroshio is found to sustain enhanced 
evaporation even under the extremely strong southerlies from the Tropics, exerting a modest but 
significant contribution to the extreme rainfall. Third, an unambiguous warming trend observed in 
the surrounding ocean under the anthropogenic global warming is found to lead potentially to a 
modest but significant rainfall increase during the event over western Japan in early July 2018 and 
another event in the northern Kyushu region in early July 2017. 

研究分野： 異常気象・気候変動の力学，大気海洋相互作用

キーワード： 自然災害予測・分析　気象・水災害　水災害　豪雨　豪雨・豪雪　領域大気モデル　温暖化

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本近海の海流などに伴う海面水温の細かな分布や近年の水温上昇が豪雨・豪雪に及ぼす影響は従来看過されて
きたが，その重要性が本研究により明確に示されたことは，豪雨・豪雪の数値天気予報の精度向上に資する重要
な成果であり，今後の我が国の防災・減災対策に向けても意義深いものである．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



１．研究開始当初の背景 
	 近年我が国では，梅雨期後半から秋に各地で顕著な集中豪雨が発生し，洪水・土砂災害等に
よる甚大な人的・物的被害に見舞われている．集中豪雨は以前から発生していたが，時間降水
量 80mm 超の「猛烈な雨」や日降水量 400mm 超の「豪雨」の観測頻度は，過去 40 年に有意な増
加傾向を示しており，この要因として近年の温暖化に伴う下層水蒸気の増加が指摘されている．	
	 集中豪雨をもたらすのは組織化された積乱雲群である．梅雨から秋雨期の豪雨は，熱帯・亜
熱帯の海上から流入した暖湿気流が上昇させられ，積乱雲の発達が促される場合が殆どであり，
その気流の不安定性の保持には日本近海の高い海面水温が重要なはずである．研究代表者らは,
日本近海の暖流域（黒潮・対馬海流）の水温が過去 100 年に全海洋平均の 2 倍以上のペースで
上昇してきたことを発見した（文献①）．今後の水温上昇による豪雨発生リスク増大を示唆する
結果にも拘わらず，我が国の豪雨への海洋からの影響は看過されてきた．	
	 研究代表者らは，2012 年 7 月に「九州北部豪雨」を雲解像領域大気モデル WRF で再現した上，
IPCC 評価報告書に示された東シナ海の水温上昇予測を加味した実験を行い，もしこの豪雨が
2090 年代の７月に起きたとしたらその雨量は 30%前後も増加し，6 月下旬でも現在の７月豪雨
に匹敵する雨量となり得ることを示し（文献②），将来の豪雨対応策に重要な示唆を得た．近未
来の防災・減災のためには，豪雨の予報精度の更なる向上が不可欠だが，予報用の領域大気モ
デルは高解像度化・精緻化が進んでいるものの，境界条件に与える海面水温データの時空間分
解能は，狭い海流や水温前線の表現には十分とは言い難い．また，急速に温暖化する日本近海
が集中豪雨の予報精度に及ぼす影響は，多くの事例に基づく包括的評価が未だ為されていない．  
 
２．研究の目的 
	 そこで本研究では，日本周辺海域の水温データの分解能が豪雨の予測可能性に与え得る影響
を，複数の顕著な豪雨事例に対する予報再現実験から定量的かつ包括的に評価する．特に，各
事例について 30 年気候値や 40 年前の水温場を与えた別実験との比較から，近年増加傾向にあ
る豪雨に関わる防災・減災対策に資することを目的とする．同様な観点から，冬季日本海側の
地域的な豪雪の予報精度が，対馬暖流の表現など海面水温の解像度にどれほど敏感かについて
も定量的評価を行う．なお，本課題遂行中には，「平成 29 年 7 月九州北部豪雨」に伴う局地的
豪雨や 2018 年の「平成 30 年 7 月豪雨（西日本豪雨）」に伴う広域豪雨が相次いだ．甚大な災害
を伴ったこれら豪雨への海洋や温暖化の影響も評価した．	
	 集中豪雨の予測精度に対する日本近海の海面水温からの影響評価は，研究代表者らの事例研
究以外は殆ど例がない状況であり，多くの事例に対する本課題の包括的評価は独創的試みであ
る．特に，予報用の大気モデルの境界条件として与える海面水温データの影響については，研
究でも現業予報でも注意が払われてきておらず，画期的な試みである．本研究の成果は島国で
ある我が国で起こる豪雨・豪雪に対する予報精度や将来の降水強度増大への海面水温からの重
要な示唆が初めて得られるものと期待され，現在の豪雨・豪雪時の降水予報のみならず，将来
の豪雨・豪雪に関連する防災・減災への重要な示唆が得られることは間違いない． 
 
３．研究の方法 
	 近年の我が国の豪雨事例についての予報再現実験では，現在気象庁の地域降水予報に活用さ
れている非静力学領域大気モデルを領域気候研究用に発展させた領域気候モデル NHRCM，並び
に研究用に広く利用されている領域大気モデル WRF を用い，得られた結果のモデル依存性も考
察する．各事例において，領域大気モデルの境界と初期場に同一の全球大気同化データを与え
た上，異なる分解能の水温データの下で実験を行い，暖流などの細かな水温構造が豪雨の再現
性や予測可能性に与え得る影響を評価する．なお，予報された降水量の検証には気象庁のレー
ダー・AMeDAS データ，大気循環場の検証には気象庁メソ解析（MSM）データ等を用いる．主な
解析対象は，「平成 25 年 8 月秋田・岩手豪雨」，「平成 29 年 7 月九州北部豪雨」，及び「平成 30
年 7 月豪雨」である．	
	
４．研究成果	
(1)	数値大気モデルで豪雨予測を行う上で，初期条件の水蒸気分布を適切に与えることの重要
性は論を待たないが，大気モデルの下部境界条件として大気下層の水蒸気分布に影響し得る海
面水温（SST）データの重要性については系統的に調べられていない．そこで，2013 年 8 月 9
日に秋田・岩手の両県で浸水・土砂災害を引き起こした豪雨を対象に，様々な衛星観測等に基
づく SST データセットの違いが豪雨の再現性に及ぼす影響について，水平解像度 1km の領域大
気モデルを用いて調査した．各機関が作成した SST データには，アルゴリズムなどの違いによ
り明瞭な差異が見られた．利用可能な 11 種類の SST データ間の標準誤差は，沖合では 0.5℃以
下だが，沿岸近くでは 1℃以上にも達することが確認され，AVHRR と呼ばれる衛星に基づく SST
データの平均誤差とほぼ一致していた．	



	 11 データセット間の SST 場の違いが
豪雨に及ぼす影響を評価した．日本海の
典型的な SST 誤差，20%刻みで−240%から
240%まで増減させることにより疑似的
に SST バイアスデータを構築した．100%
のバイアスは，平均した日本海の SST に
約 0.65℃のずれがあることに相当する．
各々のバイアスを含むSST場を下部境界
条件とした数値実験を実施した．冷水，
暖水，中程度のバイアスがある各 5ケー
スずつ平均した1時間降水量の時間発展
を比較した．まず，降水帯が海上に位置
する 8 月 8 日 18 時の時点では各ケース
による違いは明瞭ではないが，降水帯が
沿岸に達する 8 日 21 時になると暖水バ
イアスのケースの方がより，雨量が多く
なるとともに，位置の違いも顕在化して
くる（図１）．さらに、9日 0 時以降では
暖水バイアスのケースでは降水帯が日
本海側に，冷水バイアスのある場合，降
水帯が太平洋側に相対的に位置する傾向が明瞭である．これらの結果から，今回対象とした「秋
田・岩手豪雨」のような状況では，高い（低い）SST バイアスは，総雨量の増（減）に加え，
降水帯の風上（風下）側への偏倚をもたらす可能性が示唆された（文献③）．	
	 既存の SST データにおいて，雲下の情報は内外挿などで補完されており，不確実性が内在す
る．さらに、日変化の情報も含まれていないなどの問題もある．災害時の住民の行動にも不可
欠な気象予測情報の精度向上に繋げるためにも，このような従来考看過されてきた SST の細か
な時空間変動が豪雨などの現象の再現性に及ぼす影響の理解を今後一層深める必要がある．		
	
(2）気象研究所では非静力学地域気候モデル
(NHRCM)を用い，日本近海 SST 場の時空分解
能が日本の夏季の豪雨及び冬季の降雪に及
ぼす影響を調査した．さらに，近年の日本周
辺の気温及び SST の上昇が豪雨頻度及び平成
30年7月豪雨に与えた影響も同様に調査した．	
	 南岸低気圧への SST 空間分解能の影響を調
査したところ，高解像度 SST を使用すること
で暖流の再現性が改善される結果，南岸低気
圧の移動経路に影響を与えることが分かっ
た．次に，SST 場に時間・空間平滑化を施し
て豪雨への影響を調査したところ，いずれの
平滑化もピークの降水量が減少させること
が分かった．さらに，冬季日本海沿岸域の降
水への SST 時間分解能の影響を調査し，特に
冬季季節風卓越時に降水量に影響を与える
ことが分かり(図 2)，予測精度向上には SST
の時間分解能にも注意が必要なことが示された(文献④)．	
	 また，大規模アンサンブル実験の解析から，近年の気温や SST
の上昇が日本の豪雨頻度の増加をもたらすことを明らかにした
(文献⑤)．さらに，1980 年以降の気温と SST の上昇により，実
際に発生した「平成 30 年 7 月豪雨」において，約 2%〜10%と幅
はあるものの，降水量を平均 6.7%増加させた可能性あることも
指摘した（文献⑥）．	
	
(3)「平成 29 年 7 月九州北部豪雨」,「平成 30 年 7 月豪雨」と
いう災害史上に残る２つの集中豪雨事例が，地球温暖化の影響
をどの程度受けていたかを評価した．梅雨末期におけるメソ対
流系による局所的集中豪雨の典型事例と考えられる平成 29 年 7
月九州北部豪雨に関する数値実験を行った．その結果,	過去 35
年間の水温・気温変化による降水量の変化率は水温 1 度当たり
約 10%となり,	飽和蒸気圧の温度依存性から予想される変化率
(〜6%)よりも大きくなる傾向が明らかになった	(図 3).	即ち，
降水量の増加は気温上昇だけでは説明がつかず,	日本近海の水
温上昇を考慮することで初めて説明し得ることが示された.	ま

図 1：領域大気モデルの下部境界条件として，海面水温に
冷水バイアス（a–d），中程度のバイアス（e–h），暖水バイ
アス（i–l）を与えた各 5ケースで平均した 1時間雨量	(mm)	
の分布を 8月 8日 18時から 9日 3時まで3時間毎に示した
図（文献③）．比較のため,中程度の水温バイアスを与えた
降水帯の位置を破線で示している．	

図 2：北陸地方の降水量と周辺海域の海面水温の関係
（2012 年 12 月）．再現実験(CTL)と SST 時間平滑化実
験(TSM)の比較．黒及び赤線は CTL と TSM の SST 変化．
棒グラフは CTL と TSM の差（緑：降水量；青：SST）．
陰影は冬季季節風卓越期間．文献④の図に一部加筆．	

図３：平成 29年 7 月九州北部豪雨
における降水量に,	過去 30 年の
気温・水温上昇が及ぼす影響.	A80
は気温のみを変化させた実験にお
ける 12 時間降水量の再現実験か
らの変化率(%). O80, AO80はそれ
ぞれ水温のみ,	気温と水温ともに
変化させた場合の変化率.	●は平
均値,	棒は標準偏差,	▲,▼はそ
れぞれ最小，最大値を示す.	過去
35 年間の水温変化の日本近海の
平均値はおよそ 0.6℃である．	



た，環境場の気温の鉛直分布に不確定性が大きい場合においても，適切な水温分布を与えるこ
とにより温暖化の影響が検出できる可能性が示されたのである．次に,平成 30 年 7 月豪雨に関
しても同様の実験を行った．その結果,	平成 29 年 7 月九州北部豪雨とは対照的に総観規模の擾
乱の影響が強く,大気場の変化の影響が比較的強いと考えられる平成 30 年の事例においても,	
日本近海の海面水温上昇が降水量の増加に大きく寄与した可能性が示唆された．	
	
(4)「平成 30 年 7 月豪雨」においては，7 月 5〜7 日に西日本近傍
に梅雨前線が停滞し，広域に記録的豪雨をもたらしたが，梅雨前
線停滞の初期要因の１つとして，その直前に日本海を北東進した
台風 7 号（プラピルーン）が寒気移流を強化したという仮説を提
示する（文献⑦）．台風は 7 月 4 日にかけて日本海を北上し，5 日
には 40˚N 付近で温帯低気圧化した.これに伴い，	4 日以前に 45˚N
付近に停滞していた梅雨前線が，台風北側の強い南向き気圧傾度
力によって壊され，日本海全域にオホーツク海高気圧からの厚い
冷気が流れ込んだ．こうしてオホーツク海高気圧に伴う下層の冷
気が日本海上へ拡大し，西日本北方で寒気移流を強化した．その
結果，7月 5 日以降は日本列島を挟んだ南北の気圧傾度力がほぼ釣
り合うようになって梅雨前線が停滞した．	
	 さらに，台風経路に沿って強化された気圧の谷の東縁で，上空
の強い西風ジェット気流（亜熱帯ジェット気流）が等温位面を横
切る際の断熱的な上昇運動が，梅雨前線上の対流活動維持に寄与
したことが示唆された（文献⑦）．図 4は，オホーツク海起源の下
層空気塊の 300K 温位面における 12時間前方流跡線解析によって，
台風通過が日本海へ広く寒気移流を引き起こしたことを示してい
る．具体的には，紫の三角で示された空気塊は，豪雨発生１日前
にはオホーツク海上にあったものの，６〜12 時間の短時間に，台
風中心へ向かう強い気圧傾度力の下で日本海上に強い寒気移流を
もたらしたことがわかる．青三角で示された流跡線は，豪雨発生
前にオホーツク海上にあった冷気が移流され 12 時間後に 42.5˚N
以南かつ 140˚E 以西に到達したものを表しており，西日本近傍に
停滞する梅雨前線北側の寒気形成に寄与したものとみなされる．	
	
	(5)「平成 30 年 7 月豪雨」に伴っては総雨量 400mm 超の地域が九
州から岐阜県に拡がっているが，この大部分は「西日本豪雨」
と呼ばれるピーク期間（7月 5〜7 日）に観測されたものである．
気象庁の全球大気再解析 JRA-55 に拠れば，西日本上空	[31.25º–
35ºN,	130º–135ºE]に南西方から流入した鉛直積算の水蒸気量は
過去 60 年において最大級で，水蒸気収束量は過去最大であった
（文献⑧）．この記録的収束の一因は，上空の亜熱帯ジェット気
流が朝鮮半島上空で南偏，本州東方海上で北偏するという蛇行
が数日持続したことで西日本付近に梅雨前線が停滞し続けたこ
とである（文献⑨）．しかし，西日本に熱帯起源の極めて暖湿な
気流が吹き込む過程で，日本周辺の海洋がどのような役割を果
たしたかは不明である．	
	 そこで本研究では，詳細な水蒸気輸送の解析を気象庁メソ解
析に基づき実施した（文献⑩）．メソ解析データは水平解像度が
約 5.5km と JRA-55 の約 10 倍で，地形の影響を受けやすいメソ
降水系の表現がより現実的であり，かつ JRA-55 用の 2 倍以上の
水平解像度を持つ SST データが用られ，海流に伴う細かな SST
分布の影響を受けやすい海上大気境界層の表現にも優れている．
但し，データが 2006 年以降に限られるため，各地点での気候値
を 2006〜17年の 12年分の日別平均値に 15日移動平均を施す
ことで推定し，これからのずれを偏差と定義した．	
	メソ解析に基づく 2018年 7月 5〜7日平均の鉛直積算された
水蒸気 flux は,JRA-55 による解析同様,梅雨前線南側の西日
本・東海地方に拡がる顕著な収束偏差域に南方から流入する
水蒸気 flux 偏差が明瞭である（図 5a）.風と水蒸気量を各々
気候値と偏差に分解する解析から,四国の南方[32.5oN,	132–
136oE]	を北向きに横切る境界層内の水蒸気 flux 偏差の大部分（86%）は南風偏差のみに起因す
ると評価された.同時に,両偏差の相乗効果（非線型項）の寄与も 10%に達し，西日本近海での
水蒸気flux発散と豪雨域での水蒸気flux収束を局所的に強化したことも見出された．これは，
西日本南方の黒潮上で南風強化と比湿増加を反映しており，この一部は海面蒸発増大の反映と
考えられる（文献⑩）．実際，同様な分解を海面蒸発に伴う上向き潜熱 flux にも施したところ，

図４：2018 年７月 3日(a)12Z
と(b)18Z の南北気圧傾度力	
(1×10-3	m/s2;	カラー)と南
北風(m/s;	等値線)．ベクトル
は気圧傾度力を示す．12時間
の 前 方 流 跡 線 は ， [135–
150˚E,42.5-50˚N]の領域内で
1.25˚間隔の 91 地点から、
300K 温位面上にて 6時間毎の
JRA-55データから 3時間内挿
した風に基づく．流跡線の到
達点△が 42.5˚N以南かつ 140
˚E 以西であれば青，それ以外
は紫．文献⑦の Fig.3 による．	

図５		メソ解析データに基づく，
豪雨ピーク期の(a)鉛直積算水蒸
気 flux 偏差とその収束(青)・発散
（暖色）偏差(100mm/day)，及び(b)
海上風偏差（矢印）と海面蒸発に
伴う潜熱 flux 偏差(W/m2;正値は暖
色).(a)の緑破線は梅雨前線の位
置．文献⑩に拠る．	



強い南風偏差の寄与で南西諸島から四国沖にかけての黒潮近傍で海面蒸発が平年より多かった
一方，東海沖の遠州灘では寧ろ暖水偏差の寄与で蒸発が増加したことが分かった（図 5b）．な
お，南西諸島から四国沖にかけて海上風強化により蒸発が顕著に増大したにも拘わらず冷水偏
差が非常に弱かったのは，黒潮による熱輸送の効果と考えられる．	
	 このように西日本の豪雨域における記録的な降水の大部分は南方からの水蒸気供給によるも
ので，それは 3 時間毎のメソ解析データに基づく気塊の後方流跡線解析からも確認できる（文
献⑩）．7 月 5 日 9 時から 7 日 6 時にかけて 3 時間毎に，西日本 6 地点の上空 500m にあった全
ての空気塊は梅雨前線の南側を起源とし，気候値でも偏差でも蒸発が活発であった南西諸島か
ら紀伊半島沖を通過していた．流跡線に沿って蒸発偏差を積算したところ，前線に吹き込む気
流が蒸発偏差から獲得した水蒸気量は 0.7～1.9mm と見積られた．これは豪雨域のすぐ南側の境
界層内で積算した水蒸気量偏差（約 1.5mm）と同程度で，気候値の積算水蒸気量の約 10%に相当
する．この積算蒸発偏差の 7～9 割もが海上風速強化からの寄与と推定できる．一方，岐阜県上
空を起点とした流跡線に対しては，積算蒸発偏差のうち約 26	%が暖水偏差からの寄与であった．
なお，日本海全域から東シナ海北部では，梅雨前線北側のオホーツク海高気圧に伴う強い北東
風偏差により蒸発増加が促されていた．但し，これに伴う顕著な南西向き水蒸気 flux 偏差の収
束は不明瞭で，豪雨への寄与は不明であり，今後数値実験に基づく評価が求められる．	
	 さらに，「平成 30 年 7 月豪雨」の直後に西日本・東日本を襲った記録的猛暑への海面水温偏
差からの影響を，大気大循環モデルのアンサンブル実験から評価した．猛暑をもたらした極東・
北西太平洋域の大規模な持続的大気循環偏差は，夏季に卓越する「太平洋・日本（PJ）」パター
ンと類似しており，熱帯と中緯度北太平洋の水温偏差が同パターンの猛暑位相の出現確率を有
意に高めたことが見出された（文献⑪）．	
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IUGG General Assembly 2019, Montreal, Canada,（国際学会）

IUGG General Assembly 2019, Montreal, Canada,（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

H. Nakamura

中村 尚

H. Nakamura

 ４．発表年

 ４．発表年

H. Nakamura

Importance of a midlatitude oceanic frontal zone for the baroclinic annular mode

Multi-scale impacts of the midlatitude ocean on the atmosphere - an overview of processes,

変動する大気海洋と異常気象

Seasonality of low-cloud fraction and the subtropical high over the South Indian Ocean: Importance of the Agulhas SST front

 ４．発表年

 ４．発表年



2019年

2019年

2020年

2019年

日本地球惑星学連合大会(JpGU) パブリックセッション，千葉（招待講演）

日本学術会議公開シンポジウム「繰り返される災害」, 東京（招待講演）

ISAR-6（国際学会）

JpGU Meeting 2019（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

Atsuyoshi Manda, Satoshi Iizuka, Hisashi Nakamura, and Takafumi Miyasaka

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

平成30年7月豪雨と猛暑：異常気象の連鎖と地球温暖化の影響

異常気象と気候変動

Storm-mediated ocean-atmosphere heat exchange over the Arctic Ocean: A case study of a Nordic Sea cyclone observed in
January 2011

Impact of the recant warming of the surrounding ocean on the heavy rain event of July 2018 in Japan

中村 尚

中村 尚

Manda, A., T. Mitsui, J. Inoue, M. E. Hori, K. Kawamoto, and Kensuke K. Komatsu



2019年

2020年

2019年

2019年

PAMS2019（国際学会）

日本気象学会2020年度春季大会

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Atsuyoshi Manda, Satoshi Iizuka, Hisashi Nakamura, and Takafumi Miyasaka

万田敦昌,  飯塚聡, 中村尚, 宮坂貴文

万田敦昌,  飯塚聡, 中村尚, 宮坂貴文

万田敦昌,  飯塚聡, 中村尚, 宮坂貴文

 ３．学会等名

日本気象学会2019年度秋季大会

日本海洋学会2019年度秋季大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

近年の日本近海の海面水温上昇が平成30年7月豪雨に及ぼす影響

近年の東シナ海の温暖化傾向が平成 29 年 7 月九州北部豪雨へ及ぼす影響

近年の東シナ海の温暖化傾向が平成 29 年 7 月九州北部豪雨へ及ぼす影響

Impact of the Japan/East Sea on the heavy rain event of July 2018 in Japan

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第21回非静力学モデルに関するワークショップ

第６回メソ気象セミナー

日本気象学会春季大会

日本気象学会秋季大会

野坂真也、川瀬宏明、村田昭彦、佐々木秀孝

万田敦昌,  飯塚聡, 中村尚, 宮坂貴文

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

海面水温の時間解像度が日本海沿岸地域の冬季降水に与える影響

日本近海の近年の水温上昇が平成29年7月九州北部豪雨に及ぼす影響

東シナ海の温暖化が平成29年九州北部豪雨に及ぼす影響

近年の気温上昇が平成30年7月豪雨に与えた影響

 １．発表者名

 １．発表者名

万田敦昌,  飯塚聡, 中村尚, 宮坂貴文

川瀬宏明、津口裕茂、今田由紀子、村田昭彦、野坂真也、仲江川敏之、清野直子、高薮出



2020年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Iizuka, S., and A. Manda

Iizuka, S

Iizuka, S., and N. Sakai

飯塚　聡

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Ocean Science Meeting 2020, San Diego（国際学会）

JPGU 2019, Chiba（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Sensitivity of Heavy Precipitation to coast SSTs near the Kuroshio

Environmental Factors affecting 2018 Western North Pacific Tropical Cyclone Activity

Moisture Budget Analysis for Hurricane Precipitation on Texas

日本近海の海面水温が降水量に及ぼす影響

 １．発表者名

JPGU 2019, Chiba（国際学会）

日本海洋学会　秋季大会,　富山



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

気象庁長期予報研究連絡会,　東京

日本気象学会2019年度春季大会

てんコロ．学会

日本学術会議主催学術フォーラム/第7回防災学術連携シンポジウム（招待講演）

茂木耕作

茂木耕作

中村 尚

飯塚　聡, 中村　尚

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

2018年西日本豪雨を引き起こした梅雨前線停滞に対する台風7号(プラピルーン)の影響

2018年西日本豪雨「梅雨前線停滞は大ジャンプから始まった」

連鎖する気象災害のメカニズム ─2018年夏の事例─

海面水温の不確実性が豪雨予測に及ぼす影響

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

SPARC General Assembly 2018（招待講演）（国際学会）

日本学術会議公開シンポジウム「西日本豪雨災害の緊急報告会」（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

中村 尚

 ２．発表標題

Hisashi Nakamura

中村 尚

Hisashi Nakamura

Workshop on Climate studies and developing societal appications（国際学会）

日本気象学会気象災害委員会・メソ気象研究会合同研究会（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

「平成30年７月豪雨」をもたらした大気場の特徴と温暖化の影響

NORPAN/InterDec: EU-Japan collaborations in Atmosphere-ocean-ice interaction in the climate system

広域豪雨をもたらした大規模大気循環の特徴

Modulations of the East Asian Winter Monsoon  by the Western Pacific (WP) Pattern: Its Dynamics and Remote Influence from
the Tropics

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Stormtracks 2018 workshop（招待講演）（国際学会）

21th Conference on Air-Sea Interaction（国際学会）

Hisashi Nakamura

Hisashi Nakamura

Hisashi Nakamura

中村 尚

21th Conference on Air-Sea Interaction（国際学会）

平成30年7月豪雨に関する緊急対応研究会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Characteristic seasonality of the North Pacific stormtrack and jetstreams

Processes Shaping  the Time-Mean Surface Wind Convergence Pattern around  the Wintertime Kuroshio Extension and Oyashio
Fronts

Mesoscale Imprints of the Kuroshio Extension and Oyashio Fronts on the Wintertime Atmospheric Boundary Layer as Revealed in
a New Additional Product of the JRA-55 Reanalysis

豪雨をもたらした大気循環異常と豪雨への海洋の影響

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本気象学会春季大会

AOGS 2018（国際学会）

2018 AGU Fall Meeting（国際学会）

地球流体力学研究集会

Satoshi IIZUKA

Satoshi IIZUKA

飯塚 聡

飯塚 聡

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Sensitivity of Extreme Precipitation to SST: Case Study of Heavy Precipitation Event in Japan on 9 August 2013

Impact of SST uncertainty on heavy precipitation events over Japan during summer

海面水温の誤差バイアスが豪雨に及ぼす影響：2013年8月9日秋田・岩手豪雨を例に

海面水温が豪雨に及ぼす影響　平成25年8月秋田・岩手豪雨を例に

 １．発表者名



2019年

2019年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2018 AGU Fall Meeting（国際学会）

GEWEX Convection-Permitting Climate Modeling Workshop Ⅱ（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Hiroaki Kawase

 ２．発表標題

Satoshi IIZUKA

Masaya Nosaka

Kei Sakamoto

PAMS　2019（国際学会）

Joint US-Japan Workshop on Climate Change and Variability（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Importance of convection-permitting climate model on projecting future climate changes in winter and early spring

Sensitivity of Heavy Precipitation to SST:  A Case Study in the Sea of Japan area on August 9, 2013

Future projection using Non-Hydrostatic Regional Climate Model

Reproduction of coastal sea-level variations around Japan using a nested 2-km resolution model

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JpGU meeting 2018

ヤマセ研究会

坂本 圭

川瀬 宏明

野坂 真也

川瀬 宏明

日本気象学会2018年度秋季大会

日本気象学会2018年度秋季大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

解像度2kmネスト・モデルを用いた日本沿岸海況の再現 2: 沿岸潮位の再現性

20世紀の地球温暖化に伴う日本の極端降水の変化

海面水温の時間解像度が地域気候モデルの再現に与える影響

海地球温暖化が近年の西日本の大雨発生頻度に及ぼす影響

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2019年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本気象学会2018年度春季大会

The 20th Pacific-Asian Marginal Seas (PAMS) Meeting（国際学会）

CLIVAR Western Boundary Current Symposium（招待講演）（国際学会）

2017 IAPSO-IAMAS-IAGA Joint Assembly（国際学会）

Atsuyoshi Manda

Hisashi NAKAMURA

Hisashi NAKAMURA

村田 昭彦

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Impact of the Japan/East Sea on the heavy rain event of July 2018 in Japan

Impacts of warm western boundary currents and associated oceanic fronts on the mean state and variability of the
extratropical atmosphere

Impacts of midlatitude oceanic fronts on the mean state and variability of the extratropical atmosphere

日本の極端降水量の将来変化に対する力学及び熱力学過程の影響

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（招待講演）（国際学会）

European Geosciences Union General Assembly 2017（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Qoosaku MOTEKI

 ２．発表標題

Hisashi NAKAMURA

Satoshi IIZUKA

Takafumi MIYASAKA

5th International Conference on Reanalysis（招待講演）（国際学会）

JpGU-AGU Joint Meeting 2017（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Drastic change of the barrier layer off the western coast of Sumatra due to the MJO passage during the Pre-YMC

On the significance of using high-resolution sea surface temperature in atmospheric reanalysis production

Impact of SST on heavy precipitation events over Japan during summer

Influences of sea surface temperature on a heavy rainfall event over Shimane in late August 2013

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

33rd Conference on Hurricanes and Tropical Meteorology（国際学会）

日本気象学会2017年度春季大会公開シンポジウム（招待講演）

Qoosaku MOTEKI

中村尚

飯塚聡

茂木耕作

日本海洋学会2017年度秋季大会

日本気象学会2017年度秋季大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Drastic thickening of the barrier layer off the western coast of Sumatra due to the MJO passage during the Pre-YMC

中緯度の暖流や水温前線が及ぼす気候系への影響

夏季日本海の海水温が降水量に及ぼす影響について２

Pre-YMC観測期間中に観測されたMJO通過時に劇的に発達したスマトラ西岸沖バリアレイヤーの形成過程

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2018年

2018年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本気象学会2017年度秋季大会

2018 Ocean Sciences Meeting（国際学会）

2018 Ocean Sciences Meeting（国際学会）

GEWEX Convection-Permitting Climate Modeling Workshop（国際学会）

Satoshi IIZUKA

Takafumi MIYASAKA

Kawase H.

宮坂貴文

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Sensitivity of Summer SST on Precipitation: Case Study of Heavy Precipitation Event in Akita and Iwate Prefectures of Japan
on 9 August 2013

Influences of sea surface temperature on a heavy rainfall event over Shimane in late August 2013

Challenges of convection-permitting regional climate simulations for future climate projection in Japan

2013年8月島根豪雨における海面水温の影響

 １．発表者名



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本海洋学会2016年度秋季大会

CLIVAR open science conference（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

H. Nakamura

 ２．発表標題

H. Nakamura

H. Nakamura

飯塚　聡

20th Conference on Air-Sea Interaction（招待講演）（国際学会）

20th Conference on Air-Sea Interaction（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Extratropical frontal- and meso-scale air-sea interaction: Impacts of midlatitude oceanic fronts on the atmosphere as
revealed in a new Japanese atmospheric reanalysis as a legacy of the “hot-spot” project

Potential importance of a midlatitude SST front for the annular-mode variability: Inter-basin differences in the Southern
Annular-Mode signatures

Impacts of midlatutide oceanic fronts on the atmosphere as revealed in a new Japanese Atmospheric Reanalysis

夏季日本海の海水温が降水量に及ぼす影響について

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Training Workshop on Natural Disaster Reduction（国際学会）

日本気象学会2016年度秋季大会

Satoshi IIZUKA

宮坂貴文

H. Nakamura

宮坂貴文

Dasan Conference 2016（招待講演）（国際学会）

京都大学防災研究所一般研究集会”東アジア域における大気循環の季節内変動に関する研究集会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Study for Meteorological Hazard Mitigation

海洋前線帯上の移動性擾乱に伴う上昇流に対する力学・熱力学的寄与

Active role of midlatitude ocean on weather and climate -A few highlights from Japanese “Hotspot project”

海洋前線帯上の鉛直流形成に対する力学・熱力学的寄与

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

AGU Fall Meeting（招待講演）（国際学会）

AGU Fall Meeting（国際学会）

AGU Fall Meeting（国際学会）

American Meteorological Society Annual Meeting 2017（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Nakamura

T. Miyasaka

Satoshi IIZUKA

Nakamura, H., K. Nishii

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Impacts of Frontal SST Gradients on the Atmosphere as Revealed in New Products of the Japanese Reanalysis for the Global
Atmosphere

Dynamical and thermodynamical contributions to the vertical motions over the wintertime oceanic frontal zones

Impact of Japan Sea SST on Heavy Precipitation Events over Japan during summer

Dynamics of Monthly Anomalies of the Western Pacific Teleconnection Pattern

 １．発表者名



2017年
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2020年

2019年

2019年
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256
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 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

千葉大学大学院工学研究院

ベレ出版

京都大学　防災研究所

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

飯塚　聡,　横山　仁,　清水慎吾,　鈴木真一

川瀬 宏明

飯塚 聡

 ５．総ページ数
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